
 平成 30年（2018年）10月 
 

 

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

 

情
報
提
供
・
相
談
支
援
・ 

権
利
擁
護 

 

豊中市第四次障害者長期計画 平成29年度（2017年度）実施状況報告書（概要版） 

“だれもがいきいきと暮らし みんなで支えあうまち”をめざして 

≪本報告書の趣旨≫ 

本書は、平成25年（2013年）に策定しました『豊中市第四次障害者長期計画』に対し、掲載事業の平成29年度（2017年度）における実施状況を報告するものです。 

なお、計画期間を通じての課題や今後の取組の方向性等については、障害者団体や各種団体の代表、保健・医療・福祉関係者、行政関係者等で構成される豊中市障害者施策推進協議会及び豊中市障害者自立支援協議会

のご意見・ご提案をいただき、平成30年（2018年）3月に策定した『豊中市第五次障害者長期計画』に掲載しています。 

≪計画の位置づけ≫ 

この計画は、障害者基本法第11条第3項に基づく「市町村障害者計画」として、豊中市における障害者施策の基本的な計画となるもので、国や大阪府の定める計画等の内容を十分にふまえながら、「豊中市総合計画」

の具体的な分野別計画として位置づけ、各分野の関連計画との整合・調整を図りながら策定しています。 

≪計画の対象≫ 

計画の推進には障害や難病の有無にかかわらず、すべての市民の理解と協力が必要となります。 

そのため、この計画は、豊中市内で暮らし、学び、働き、憩うすべての市民を対象とします。 

≪計画の期間≫ 

 平成 25 年度（2013 年度）から平成 29 年度（2017 年度）までの 5 年間であり、本報告は最終年度である平成 29 年度（2017 年度）分です。 

基本理念                         目標 

◆みんなが互いに認めあい、支えあうまち 

◆だれもが輝き、自立した生活を送れるまち                  だれもがいきいきと暮らし みんなで支えあうまち 

◆安心して暮らせる制度・サービスの充実したまち 

平成 29 年度（2017年度）の主な取組 
（※下線部は平成 29年度の特徴的な取組を示しています。） 

療
育
・
教
育 

雇
用
・
就
労 

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
の
自
立
と
社
会
参
加 

啓
発
・
交
流

 

 

保
健
・
医
療 

① 障害福祉センターでは、障害のある人の自立支援・

社会参加のため様々な講座を提供し、参加者の交

流を深める中で、目標や生きがいを見つける一つ

の機会となりました。平日だけではなく、土曜日

講座を開講することで、余暇活動の充実を図るこ

とが出来ました。 

② 図書館活動では、「目や体の不自由な方のためのとしょ

かんりようあんない」の改定を行いました。筆談ボー

ドや緊急時用ピクトグラムの表示板も設置していま

す。 

① 障害福祉センターの機能回復訓練において、対象者
を身体障害に限らず、高次脳機能障害や発達障害に
も範囲を広げ実施しました。 

② 精神保健問題に関する各種講座の他、こころの健
康づくりや精神疾患の早期発見・早期治療、社会
復帰のための相談支援や知識の普及講座、また思
春期のメンタルヘルス対策として学校と連携し講
座を実施しました。メンタルヘルス対策の総合的
かつ計画的な取組を図るために平成29年3月に策定
した「豊中市メンタルヘルス計画」に基づく「メ
ンタルヘルス対策推進会議」を設置し、多機関・
多職種協同で取組を推進しました。 

① 市が発信する情報について、障害のある人が円滑に情報を取得
し利用できるよう、「市発信情報バリアフリー化ガイドライ
ン」を作成し、職員に周知しました。 

② 相談支援事業所の数が増加している中、ネットワー
クの構築と、相談支援専門員のスキルアップに取組
ました。 

③ 障害者差別を解消するための相談や啓発等の取組を
効果的かつ円滑に行うため、豊中市障害者差別解消
支援地域協議会を開催し、相談事例の共有や各構成
機関を対象とする研修を実施しました。 

① グループホーム開設助成事業では、3 施設の助成申込みが
あり、結果19床分の定員増となりました。障害者福祉施設
整備補助事業では、スプリンクラー設備でグループホーム
11施設、自動火災報知機設備でグループホーム 5施設、防
犯設備でグループホーム等 7 施設に対し、工事完成後補助
金を交付しました。 

② たちばな園の指定管理事業者による運営は、利用者・家
族・職員にモニタリングを行い指定管理事業者にフィード
バックすることで、サービス水準の向上に取組むとともに
市域における支援スキル伝達事業を実施し、重度障害のあ
る人の日中活動の場の確保に向けて取組を重ねました。 

① バリアフリー推進協議会を通じて行政機関、交通事
業者、障害者団体の代表者、及び市民の代表の方と
市のバリアフリー化について情報共有しました。 

② 住居地区バリアフリー整備では、平成32年度までに
市全域の事業完了をめざし、小学校区単位で市民意
見を反映しながら、生活道路などのバリアフリー整
備を行いました。 
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平成 28 年度の主な取組 ① 災害対策基本法の改正に伴い、災害時要援護者安否

確認事業は、平成28年7月から「防災・福祉ささえ

あいづくり推進事業」に移行。各校区の民生・児童

委員及び校区福祉委員と協定を締結し、避難行動要

支援者の名簿の提供を行いました。また、地域にお

いては名簿を使用した図上訓練等を実施しました。 

① 外見から分からなくても援助や配慮を必要としてい

る方々に対してヘルプマーク、ヘルプカードを配布

しました。 

② 障害のある人への市民の理解を広げるため、グルー

プホームについてのDVDを作成しました。また、障

害者差別解消法等に関する市民向け出前講座、研修

を19回実施し、のべ2,763人が受講しました。地区

計画を策定する地区に対し、計18回障害者グループ

ホームについて説明を行いました。 

① 放課後等デイサービスについて、子どもや活動の
様子、安全等を確認するために、通所支援事業所
への巡回を実施しました。人材育成の観点での取
組として通所支援事業所向け研修会を実施しまし
た。 

② 第1期豊中市障害児福祉計画策定にかかる市民意識
調査を実施し、第1期豊中市障害児福祉計画を策定
しました。 

③ 平成28年度に改定した「豊中市障害児教育基本方
針（改定版）」に基づき、支援学級に在籍する児童
生徒が、より安心・安全に学校生活を送れるよう
な取組を進めました。 

① 障害者就労支援強化事業において、障害のある人の
就労の促進を図るため、障害福祉サービス事業所及
び就労を希望する障害のある人などへの支援を行い
ました。なお、福祉施設から一般就労への移行者数
が、28年度の 21人から 37人に増えました。 

② 地域就労支援事業において、障害のある人からの新
規相談を 75 人受付し、8 人が就職につながりまし
た。また、無料職業紹介事業において、障害者を対
象とした合同面接会を 3回実施し、合計 126人が参
加しました。 
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